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飯 田 梅 子  
はじめに   
日本では『はらふき男爵の冒険』の作者として知られるビュルガー（Gottfried  
August Biirger，1747－1794）は、シュトゥルム・ウント・ドラング（疾風怒  
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に引用されることとなったこの作品は、前作の『リュドミーラ』を遥かに凌ぐ  















鮮な刺激をあたえた。このバラッド詩に着想を得て、ゲーテ（Johann Wolfgang  
von Goethe，1749－1832）の『不実な若者』（Deruntreue助abe，1774）、ルイス  
（Matthew Gregory Lewis，1775－1818）の『マンク』（Ambrosio，OrtheMonk，  
1796）における「血みどろの尼僧」のエピソード、ユゴー（Victor Hugo，1802－  
1885）の『鼓手の婚約者』（上β苗α〃C∂e血刀∽ゐβJfeれ1825）、ミッキェヴィチ  
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トの花嫁』（DieBraut von Korinth．1797）、サウジー（Robert Southey，1774T  
1843）の『破壊者サラバ』（T7zalabatheDestrqyer，1801）、バイロン（George  
Gordon Byron，1788－1824）の『異教徒』（Tne Giaour，1813）、コールリッジ  
（SamuelTaylor Coleridge，1772－1834）の『クリス夕べル』（C7zrLftabe］，1816）、  
キーツ（JolmKeats，1795－1821）の『レイミア』（Lamia，1819）、ポリドリ（John  
William Polidori，1795－1821）の『吸血鬼』（T7ze VbT7”re，1819）、ノディエ  
（Charles Nodier，1780－1844）の『スマラ（夜の霊）』（Sharra ou［es Dimons de  
la肋iL1821）、メリメ（ProsperMerimee，1809－1870）の『グズラ』（La Guzla，  
1827）、ゴーチエ（Theophile Gautier，1811－1872）の『死霊の恋』（La Morte  
Amoureuse，1836）、ポー（Edgar Allan Poe，1809－1849）の『モレラ』（Morella，  
1835）、『リジー ア』（上如れ1838）、『ェレオノーラ』（gね0〃Orα，1842）、レ・  
ファニュ（Joseph Sheridan Le Fanu，1814－1873）の『カーミラ』（Carmilla，  
1871）、リラダン（Villiers de L■Isle－Adam，1838T1889）の『ヴェラ』（Vira，1883）、  
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「どこですの あなたのお部屋は  
新床はどこでどんなふうか言って下さい」  
「遠く 遠く 静かに涼しく小さく  
大板六放と 小坂二枚と」  
「私のためのお部屋は」「二人のためのもの  
さあ早く 身支度して馬に飛び乗れ  
祝いの客は二人を待ち  
部屋はもうわれわれを迎えている」   
再会の喜びにうちふるえ、夢見心地で新床について尋ねるレノーレに対し  







スに伝わる怖い話 英国幽霊怪奇辞』大和書房、2000年。永井豊実「『レノーレ』のケルトの  
余韻」『城西人文研究』第25巻、1999年。  
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人のために調えられていると応じるのである。果たして若い二人を待ちわびる  
「祝いの客」とは、此岸と彼岸、どちらの住人であろうか。   




ほら おお あの刑場のところで  
車軸を中心にぐるぐると  
月の光におぼろげに  
浮んでいる 舞い踊る者たち  
「さあ おい 連中 ここへ来い  
俺の後について来い  
ふたりのために婚礼の円舞を踊れ  
俺たちが寝に就くとき」   
ここで灰めかされているのは、刑場の車轢き台、つまり車責めによる処刑台  
の周囲に抜屈する死者たちの姿である。死者の世界に属する花婿は、死者の舞  
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「忍べ 忍べ 胸が破れても   
神の全能に刃向かうな   
お前は肉体から解き放たれた   





1－2．ヨーロッパ諸国における『レノーレ』受容   
『レノーレ』の翻訳出版はイギリスが最も早く、1796年には5種の翻訳・翻  
案が刊行された。パイ（HenryJames Pye，1745－1813）による『レノーア』  
（Lenon，a Tble）、スタンレー（John Thomas Stanley，1766－1850）による  
『レオノーラ』（Leonora，a Tb［e）、スペンサー（WilliamRobert Spencer，1769  
－1834）による『レオノpラ』（Leonora）、テイラー（WilliamTaylor，1765－1836）  
による『レノーア』（Lenore）、スコット（WalterScott，1771－1832）による『ウ  
ィリアムとヘレン』（椚JJid椚α〃d〃gJe〃）である。7 このように相次いで『レ  
ノーレ』が翻訳出版されたことにより、当地で全盛期を迎えていたゴシック・  
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た、これらの英訳のなかでもテイラー訳は、ワーズワースやコールリッジにリ  




ることにする。   
フランスでは1811年にマドレーヌ（dela Madelaine）による『レオノpラ』  
（エゐ〃Orα）が刊行された。9フランスにおける『レノーレ』人気を決定づけたの  









ているような気持ちになる。10   
スタール夫人のお墨付きを得て、いまだ新古典主義の潮流が支配的であった  
フランス文壇にも、遅ればせながらドイツ・ロマン派の風が少しずつ吹きこん  
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コン（Ferdinand Flocon，1800－1866）による散文訳『レノール』（L∂nore）、お  
よびペヴリユ（Jean－Baptiste P6vrieu）による韻文訳、1829年にはネルヴァル  
（G6rard de Nerval，1808－1855）による韻文と散文2種の翻訳『レノール』  
（⊥∂〃Ore）が発表されるなど、1850年までに27篇の翻訳・翻案が発表されてい  
る。12   
このはか、イタリアでは1816年に詩人ベルシェ（GiovanniBerchet，1783－  
1851）による翻訳が刊行され、ポーランドでも1819年にシルマ（Krystyn Lach  
S町ma，1790－1866）による翻案『カミラとレオン』（ぷムm肋i⊥eo〃）が発表  
された。13  
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モチーフを豊富に採りいれ、読者の心の奥底に訴えかけるものとなった。16   
『スヴェトラーナ』の大成功から4年後、ジュコーフスキイの後輩詩人カテ  
ーニンは、『レノーレ』の翻案詩である『オリガ』を発表した。カテーニンは  
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の下支えを得て、長く愛される作品へと抒情性豊かに結実したのである。19   
以上の経緯ののち、ジュコーフスキイは再び1831年に『レノーレ』翻訳に立  
ち戻った。今度は原詩の時代背景や舞台設定を忠実に踏襲した、純粋な翻訳作  
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以下に各作品を概観し、それぞれの異同を指摘する。  




































冷たく 静かな 人里離れた一部屋  
若い芝に覆われ  
組惟子 十字架 板六枚がある  




















ほら むこうへ駆け抜けていった  
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原詩では葬儀の鐘の音、亡者の歌、棺、葬列、刑場、亡者の輪舞など、死者  
の世界を彩るモチーフが大きく前景化され、バラッド全体を特徴づけている。  
また、随所に散りばめられたオノマトペ（「パカッ パカッ パカッ」という  
馬蹄の音など）、花婿の口からこぼれる「おお 亡者の馬のこの迅さ お前も  
死人がこわいのか」というリフレイン、繰り返し立ち現れる亡者の輪舞など  
が、神罰の下るクライマックスに向けて一定のリズムを刻み続けており、これ  

























23 ビュルガーの原詩では、馬を追いたてる「ハイドゥハイドゥ」といった掛け声や、馬蹄の  





















舞いあがる挨 弾けた確  
そっとそっと開いた棺…  
一体リュドミーラは何を目にした？  
ああ 花嫁よ 君の恋人はどこに？  
君の花嫁の冠はどこに？  
君の住まいは墓 君の花婿は死者  
うつろな屍が見つめている  







「旅は終わりだ おいでリュドミーラ  
僕らの新際は暗い基  
とばりl調音の白い覆い  





























み、リュドミー ラもまた騎手とともに呑みこまれていく。そこで棺のなかから  
花嫁を手招いたのは、硬直して青ざめ、濁った半開きの眼とおちくぼんだ頼を  
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は墓 君の花婿は死者」、「僕らの新床は暗い墓」など、説明的な詩行も付加さ  
れている。このような蛇足ともとられかねない冗長な部分は、原詩には見られ  
ない。  
リュドミー ラは如何？‥・彼女は石と化し  








































作品をこよなく愛し、自己の多くの作品で引用している。25   
形式としては4脚ホレイ（tleTh7PeXCTOI7HhI葺xope弟）と3脚ホレイ什pexcTOrIHbI放  
ⅩOpe責）が混交されており、1連は14行に増やされている（原詩は1連8行）。  
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「ねえあなた 一体どうしたの？  
何か言ってちょうだい  












































































どこなのあなた どこのお国にいるの？  
どこにお住まいなの？  
私は祈り 涙にくれているというのに！  
どうかこの哀しみを癒してちょうだい  
癒しの天使よ」  





「占ってごらん スヴェトラーナ  
曇りなき鏡のおもてに  
真夜中 お前はきっと  
自分の宿命を読みとることができるから  
お前の愛しい人が扉を  
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「いとしい人よ 僕は君のそばにいるよ  
天が静まり返ったので  























































rなぜ黙りこむの あなた？」  
いらえの声は何もなく  
彼はただ月光を見つめ  



































































































































































しっ スヴェトラーナ！‥・静寂のなかに  
かすかなさざめきの音がする  
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ごらん スヴェトラーナ‥・おお神よ！  
乙女の愛しい恋人は一死者なのだ！  
ああ！…そこで乙女の眼は覚めた  





























































































スグェトラーナ 一体お前の夢は何？  
苦しみの預言者だったのか？  
恋人は今お前のもと 別れを経ても  
以前と寸分たがわぬ恋人が  
その瞳には変わらぬ愛を  
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杯を高らかに打ちあわせ 皆してともに  
歌うがいい「幾とせも！」と  
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起きておいで 僕の後ろに乗って  















あれは哀しみの鐘！埋葬の儀！   
Ⅶ℃盟3町伽？tm迫meII随？  
lIm盟騨IOBI甲瓜BOⅦⅥe？  































感を駆り立てる効果をもたらしていた「ハイドゥ ハイドゥ」という掛け声や  
「パッカ パッカ バッカ」などのオノマトペは、ジュコーフスキイ作品と同  
様、カテーニン作品においても省略されている。  























CULTURE AND LANGUAGE，No．75  
湿った松林でざわめきだしたように  
騎士と乙女は疾駆する  
矢の如く 石つぶての如く 鳥の如く  
馬は駆け 大地は震え  






原詩で繰り返される「なんと亡者の馬かける迅さよ」（ここでは（d KaK  





















前脚を振りあげる馬 飛び立つ鵜  
































悲嘆に耐えよ たとえ心痛もうと  
お前の肉体I滅びてしまった  
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バラッド詩で謳うには違和感を覚える要素、許容しがたい要素については思い  













行こう あちらでは準備万端だ  
僕らの住まいでは客人たちがお待ちかねだ  
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旋回し 踊り 吹きすさんでいる  
「僕について来い 輪舞を踊る者達よ！  
君たちをみな宴に招待しよう！  
僕は今 婚礼を目指して一目散  
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「耐えよ 耐えよ たとえ胸が痛もうと  
災いにあっても創造主に従順たれ  
お前の屍は墓に入るが宿命！  


























婆や女性の姿で描かれる。文学作品においても、たとえばトゥルゲーネフ（HBaH CepreeBHtI  
坤preHeB，1818－1883）の『生ける聖遺骸』（∬〟的ほ〟叫〟，1874）におけるルケリヤの夢や、『散  
文詩』の′ト晶『老婆』（CmLm，1878）、ツヴュターエヴァ（MapHfla HBaHOBHaIIBeTaeBa，  
1892－1941）の「鎌を携え夢が排梱する…」し払J〟椚CO〃CCβOZ川C甲〃αM，1918）などに見ること  
ができる。  
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